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『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

原

信
太
郎

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ

本
稿
は
北
宋

謝
良
佐
（
字
は
顕
道
、
号
は
上
蔡
、
一
〇
五
〇
～
一
一
二
〇
？
）
の
語
録
『
上
蔡
語
録
』
に
訳
注
を
施
す

も
の
で
あ
り
、
「
『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
二
）
」
（
『
論
叢

ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
の
会
、
第

三
一
号
、
二
〇
二
三
）
の
続
稿
で
あ
る
。
今
回
訳
注
を
施
し
た
範
囲
は
巻
上
の
［
一
七
］
～
［
二
四
］
条
で
あ
る
。
「
訳
注

（
一
）
」
に
記
し
た
「
凡
例
」
は
、
本
稿
に
お
い
て
も
踏
襲
す
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

［
一
七
］

本
文

邵
堯
夫
直
是
豪
才
。
嘗
有
詩
云
、
當
年
志
氣
欲
橫
秋
、
今
日
看
來
甚
可
羞
。
事
到
強
爲
終
屑
屑
、
道
非
心
得
竟
悠
悠
。
鼎
中

（
１
）

（
２
）

龍
虎
忘
看
守
、
碁
上
山
河
廢
講
求
。
又
有
詩
云
、
斟
有
淺
深
存
燮
理
、
飲
無
多
少
繫
經
綸
。
卷
舒
萬
古
興
亡
手
、
出
入
千
重

（
校
１
）

（
３
）

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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雲
水
身
。
此
人
在
風
塵
時
節
、
便
是
偏
覇
手
段
。
學
者
須
是
天
人
合
一
始
得
。
邵
堯
夫
有
詩
云
、
萬
物
之
中
有
一
身
、
一
身

（
４
）

（
５
）

（
６
）

中
有
一
乾
坤
。
能
知
造
化
備
於
我
、
肯
把
天
人
別
立
根
。
天
向
一
中
分
體
用
、
人
於
心
上
起
經
綸
。
天
人
安
有
兩
般
義
、
道

不
虚
行
只
在
人
。
問
、
此
詩
如
何
。
曰
、
説
得
大
體
亦
是
、
但
不
免
有
病
。
不
合
説
一
中
分
體
用
。
又
問
曰
、
此
句
何
故
有

（
７
）

病
。
謝
子
因
曰
、
昔
富
彦
國
問
邵
堯
夫
云
、
一
從
甚
處
起
。
邵
曰
、
公
道
從
甚
處
起
。
富
曰
、
一
起
於
震
。
邵
曰
、
一
起

（
８
）

（
９
）

於
乾
。
問
、
兩
説
如
何
。
謝
曰
、
兩
説
都
得
。
震
謂
發
生
、
乾
探
本
也
。
若
會
得
天
理
、
更
説
甚
一
二
。

（
１
０
）

校
勘

（
校
１
）
正
誼
堂
本
は
「
碁
」
を
「
棊
」
に
作
る
。

口
語
訳

（
謝
良
佐
が
い
っ
た
、
）
「
邵
堯
夫
（
邵
雍
）
の
才
覚
は
本
当
に
ず
ば
ぬ
け
て
い
る
。
以
前
、
次
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
た
、

『
壮
年
時
は
志
気
が
こ
の
秋
空
を
蓋
わ
ん
と
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
今
か
ら
思
え
ば
恥
ず
か
し
い
限
り
。
物
事
は
無
理
に

行
お
う
と
す
れ
ば
仕
舞
い
に
は
せ
か
せ
か
し
て
し
ま
い
、
道
は
こ
れ
を
心
に
会
得
す
る
の
で
な
け
れ
ば
果
て
は
と
り
と
め
の

な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
（
私
に
と
っ
て
）
風
雨
な
ど
自
然
現
象
は
、
鼎
の
な
か
に
あ
る
も
の
の
如
く
で
あ
っ
て
、
見

守
る
こ
と
す
ら
忘
れ
、
山
河
な
ど
は
碁
盤
の
う
え
に
乗
っ
て
い
る
も
の
の
如
く
で
あ
っ
て
、
究
明
す
る
必
要
も
な
い
』
と
。

ま
た
次
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
た
、
『
酒
を
注
ぐ
に
は
浅
深
と
な
く
世
を
治
め
る
道
理
が
含
ま
れ
、
酒
を
飲
む
に
は
多
少
に
か
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叢
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か
わ
ら
ず
治
世
の
こ
と
に
関
わ
る
。
こ
の
手
は
千
年
万
代
の
治
乱
興
亡
の
歴
史
を
も
自
由
に
取
り
扱
い
、
こ
の
身
は
千
に
も

重
な
る
雲
や
水
に
も
自
在
に
往
来
す
る
』
と
。
こ
の
人
物
は
戦
乱
の
世
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
一
方
の
雄
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う

ほ
ど
の
器
量
だ
。
学
ぶ
者
は
天
人
合
一
の
境
位
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
邵
堯
夫
に
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
、

『
万
物
の
な
か
に
一
身
が
含
ま
れ
て
あ
る
が
、
そ
の
一
身
の
な
か
に
は
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
乾
坤
が
宿
っ
て
い
る
。
造
化
の
働
き

が
己
の
な
か
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
天
と
人
と
を
別
々
に
し
て
分
離
さ
せ
よ
う
か
。
天
は
一

の
な
か
で
体
と
用
と
に
分
か
れ
、
人
は
心
を
起
点
と
し
て
天
下
を
治
め
る
。
天
と
人
と
、
な
ん
で
異
な
っ
た
意
義
が
あ
る
で

あ
ろ
う
。
道
は
よ
り
ど
こ
ろ
な
く
行
わ
れ
る
の
で
な
く
、
人
が
そ
れ
を
体
現
し
て
い
く
の
で
あ
る
』
と
」
と
。

質
問
し
た
、
「
こ
の
詩
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
。

（
謝
良
佐
が
答
え
て
）
い
っ
た
、
「
事
の
あ
ら
ま
し
は
い
い
え
て
い
る
が
、
し
か
し
欠
点
が
あ
る
の
を
免
れ
な
い
。
『
一

の
な
か
で
体
と
用
と
に
分
か
れ
る
』
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
。

ま
た
質
問
し
た
、
「
こ
の
一
句
に
な
ぜ
欠
点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。

そ
こ
で
謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
昔
、
富
彦
国
（
富
弼
）
が
邵
堯
夫
に
尋
ね
て
い
っ
た
、
『
一
は
ど
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
し

ょ
う
か
』
と
。
邵
氏
が
い
っ
た
、
『
貴
殿
は
ど
こ
か
ら
始
ま
る
と
お
考
え
か
』
と
。
富
弼
が
い
っ
た
、
『
一
は
（
『
易
経
』
に

い
う
）
震
の
卦
か
ら
始
ま
る
』
と
。
そ
こ
で
邵
氏
が
い
っ
た
、
『
一
は
乾
の
卦
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
』
と
」
と
。

質
問
し
た
、
「
二
つ
の
説
は
い
か
が
で
す
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
双
方
と
も
よ
ろ
し
い
。
震
の
卦
は
発
生
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
乾
の
卦
は
根
源
を
究
明
し

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。
だ
が
も
し
天
理
を
会
得
し
た
な
ら
ば
、
一
や
二
や
を
語
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
」
と
。

注（
１
）
邵
堯
夫
―
北
宋

邵
雍
（
字
は
堯
夫
。
号
は
安
楽
先
生
。
諡
は
康
節
。
一
〇
一
一
～
一
〇
七
七
）
の
こ
と
。
詩
人
・

学
者
。
易
に
通
じ
、
文
王
の
著
し
た
易
を
後
天
易
、
伏
羲
の
著
し
た
易
を
先
天
易
と
し
て
先
天
卦
位
図
を
作
る
。
富

弼
・
司
馬
光
・
呂
公
著
ら
と
洛
中
に
従
遊
し
、
そ
の
居
を
安
楽
窩
と
い
い
、
そ
の
学
派
を
百
源
学
派
と
い
う
。
著
に

『
皇
極
経
世
書
』
『
伊
川
撃
壌
集
』
『
先
天
図
』
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）
直
是
―
現
代
語
「
簡
直
是
」
に
相
当
す
る
強
調
の
副
詞
で
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
、
本
当
に
。
田
中
謙
二
『
朱
子
語
類

外
任
篇
訳
註
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
）
第
一
一
七
頁
を
参
照
。
本
篇
巻
上
［
一
九
］
条
に
「
看
他
胸
懷
直
是
好
、

與
曾
㸃
底
事
一
般
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
四
四
に
「
聖
人
直
是
如
此
瀟
灑
、
正
如
久
病
得
汗
、
引
箭
在
手
、
忽
然

破
的
也
」
と
あ
る
。

（
３
）
當
年
志
…
廢
講
求
―
『
伊
川
撃
壌
集
』
巻
三
「
歳
暮
自
貽
」
詩
に
「
當
年
志
意
欲
橫
秋
、
今
日
思
之
重
可
羞
。
事
到

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、

強
圖
皆
屑
屑
、
道
非
眞
得
盡
悠
悠
。
静
中
照
物
情
難
隱
、
老
後
看
書
味
轉
優
。
談
塵
從
容
對
賓
客
、
薦
章
重
疊
誤
公

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

侯
。
已
蒙
賢
傑
開
靑
眼
、
不
顧
妻
孥
怨
白
頭
。
谷
口
鄭
眞
焉
敢
望
、
壽
陵
餘
子
若
爲
謀
。
鼎
間
龍
虎
忘
看
守
、
棊
上

、
、
、
、
、
、
、

、
、

山
河
廢
講
求
。
一
杭
睛
窻
睡
初
覺
、
数
聲
幽
鳥
語
方
休
。
林
泉
好
處
將
詩
買
、
風
月
佳
時
用
酒
酬
。
三
百
六
旬
如
去

、
、
、
、
、

箭
、
肯
敎
襟
抱
落
閑
愁
」
と
あ
る
。
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（
４
）
又
有
詩
…
雲
水
身
―
『
伊
川
撃
壌
集
』
巻
三
「
安
樂
窩
中
酒
一
樽
」
詩
に
「
安
樂
窩
中
酒
一
樽
、
非
唯
養
氣
又
頥
眞
。

頻
頻
到
口
微
成
醉
、
拍
拍
滿
懷
都
是
春
。
何
異
君
臣
初
際
會
、
又
同
天
地
乍
絪
紜
。
醺
酣
情
味
難
名
狀
、
醞
醸
工
夫

莫
指
陳
。
斟
有
淺
深
存
燮
理
、
飲
無
多
少
寄
經
綸
。
鳳
凰
樓
下
逍
遥
客
、
郟
鄏
城
中
自
在
人
。
高
閣
望
時
花
似
錦
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

小
車
行
處
草
如
茵
。
卷
舒
萬
世
興
亡
手
、
出
入
千
重
雲
水
身
。
雨
後
静
觀
山
意
思
、
風
前
閑
看
月
精
神
。
這
般
事
業

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

權
衡
別
、
振
古
英
雄
【
一
本
作
豪
】
恐
未
聞
」
と
あ
る
。

（
５
）
偏
覇
―
一
地
方
を
占
拠
し
て
王
を
称
す
る
こ
と
。
一
方
の
は
た
が
し
ら
。

（
６
）
手
段
―
能
力
や
技
量
、
手
腕
な
ど
の
意
。

（
７
）
萬
物
之
…
只
在
人
―
『
伊
川
撃
壌
集
』
巻
四
「
觀
易
吟
」
詩
に
「
一
物
其
來
有
一
身
、
一
身
還
有
一
乾
坤
。
能
知
萬

物
備
于
我
、
肯
把
三
才
別
立
根
。
天
向
一
中
分
體
用
【
又
云
造
化
】
、
人
於
心
上
起
經
綸
。
天
人
焉
有
兩
般
義
【
又

云
事
】
、
道
不
虚
行
只
在
人
」
と
あ
る
。

（
８
）
富
彦
國
―
北
宋

富
弼
の
こ
と
。
本
篇
［
一
四
］
条
注
（
９
）
に
既
出
。

（
９
）
震
―
『
易
経
』
震
卦
の
こ
と
。
説
卦
伝
に
「
帝
出
乎
震
、
齊
乎
巽
、
相
見
乎
離
、
致
役
乎
坤
、
説
言
乎
兌
、
戰
乎
乾
、

勞
乎
坎
、
成
言
乎
艮
。
萬
物
出
乎
震
」
と
あ
る
。

、
、
、
、
、

（

）
乾
―
『
易
経
』
乾
卦
の
こ
と
。
彖
伝
に
「
彖
曰
、
大
哉
乾
元
、
萬
物
資
始
、
乃
統
天
。
雲
行
雨
施
、
品
物
流
形
」
と

10
あ
り
、
「
乾
元
」
よ
り
万
物
が
発
生
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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［
一
八
］

本
文

問
、
堯
夫
所
學
如
何
。
謝
曰
、
與
聖
門
卻
不
同
。
問
、
何
故
卻
不
同
。
曰
、
他
也
只
要
見
物
理
、
到
逼
眞
處
不
下
工
夫
、
便

差
卻
。
何
故
卻
不
著
工
夫
。
曰
、
爲
他
見
得
天
地
進
退
、
萬
物
消
息
之
理
、
便
敢
做
大
、
於
聖
門
下
學
上
達
底
事
、
更
不
施

（
１
）

工
。
堯
夫
精
易
之
數
、
事
物
之
成
敗
始
終
、
人
之
禍
福
修
短
、
算
得
來
無
毫
髪
差
錯
。
如
措
此
屋
便
知
起
於
何
時
、
至
某
年

月
日
而
壞
、
無
不
如
其
言
。
然
二
程
不
貴
其
術
。
堯
夫
喫
不
過
、
一
日
問
伊
川
曰
、
今
歳
雷
從
甚
處
起
。
伊
川
曰
、
起
處
起
。

（
２
）

如
堯
夫
必
用
推
算
、
某
更
無
許
多
事
。
邵
即
默
然
。
邵
精
於
數
、
知
得
天
地
萬
物
進
退
消
長
之
理
、
便
將
此
事
來
把
在
掌
握

（
３
）

中
、
直
敢
做
大
、
以
天
自
處
。
如
富
彦
國
、
身
都
將
相
、
嚴
重
有
威
、
衆
人
不
敢
仰
視
、
他
將
做
小
兒
樣
看
、
直
是
不
管
你
、

也
可
謂
豪
傑
之
士
【
仰
下
原
本
有
觀
字
、
今
從
言
行
録
】
。

（
４
）
（
校
１
）

校
勘

（
校
１
）
正
誼
堂
本
は
小
字
注
「
仰
下
原
本
有
觀
字
、
今
從
言
行
録
」
が
な
い
。

口
語
訳

質
問
し
た
、
「
邵
堯
夫
（
邵
雍
）
の
学
問
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
聖
人
の
学
問
と
は
も
と
よ
り
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
。
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質
問
し
た
、
「
ど
う
し
て
異
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。

（
謝
良
佐
が
）
い
っ
た
、
「
彼
は
物
の
理
を
知
ろ
う
と
す
る
ば
か
り
で
、
確
か
な
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
工
夫
を
加
え
な
か

っ
た
の
で
、
誤
っ
た
の
だ
」
と
。

（
質
問
し
た
、
）
「
ど
う
し
て
工
夫
を
加
え
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。

（
謝
良
佐
が
）
い
っ
た
、
「
彼
が
こ
の
世
の
変
化
や
万
物
の
盛
衰
の
道
理
を
窺
い
え
た
た
め
に
、
尊
大
に
な
り
、
聖
人
の

学
問
の
、
下
学
上
達
の
業
に
は
ま
っ
た
く
工
夫
を
加
え
な
か
っ
た
の
だ
。
堯
夫
は
易
の
数
理
に
通
暁
し
て
お
り
、
物
事
の
成

功
と
失
敗
、
始
め
と
終
わ
り
や
、
人
の
災
難
と
幸
福
、
寿
命
の
長
短
は
、
推
測
し
て
少
し
の
誤
り
も
な
か
っ
た
。
あ
る
家
屋

が
、
い
つ
い
つ
に
建
築
さ
れ
て
何
年
何
月
何
日
に
壊
さ
れ
る
か
を
推
測
す
る
よ
う
な
こ
と
に
関
し
て
は
、
彼
の
言
が
は
ず
れ

た
こ
と
は
な
い
。
け
れ
ど
も
程
顥
・
程
頤
二
先
生
は
そ
の
技
術
を
重
ん
じ
な
か
っ
た
。
堯
夫
は
納
得
で
き
ず
、
あ
る
日
、
伊

川
程
頤
先
生
に
『
今
年
は
、
雷
は
ど
こ
に
起
こ
る
で
し
ょ
う
か
』
と
尋
ね
た
。
程
頤
先
生
は
『
起
こ
る
と
こ
ろ
に
起
こ
る
。

君
だ
っ
た
ら
必
ず
計
算
し
占
う
だ
ろ
う
が
ね
、
私
に
は
そ
ん
な
面
倒
な
こ
と
は
な
い
の
だ
』
と
い
っ
た
。
邵
氏
は
黙
り
込
ん

で
し
ま
っ
た
。
邵
氏
は
象
数
に
精
通
し
て
お
り
、
天
地
万
物
の
変
化
盛
衰
の
道
理
を
理
解
す
る
や
、
た
だ
ち
に
こ
れ
を
も
っ

て
手
中
に
握
り
し
め
、
あ
ろ
う
こ
と
か
尊
大
に
構
え
、
天
を
も
っ
て
自
ら
任
じ
て
い
た
。
富
彦
国
（
富
弼
）
に
至
っ
て
は
、

身
分
は
将
軍
や
宰
相
の
位
に
あ
っ
て
、
厳
粛
重
厚
で
い
か
め
し
く
、
人
々
は
仰
ぎ
見
る
勇
気
す
ら
な
か
っ
た
が
、
堯
夫
は
彼

を
子
供
の
よ
う
に
扱
い
、
ま
っ
た
く
自
分
と
関
係
な
い
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
や
は
り
豪
傑
の
士
と
評
す
べ
き
だ
」
と
。

【
原
本
で
は
「
仰
」
字
の
下
に
「
観
」
字
が
あ
る
が
、
今
は
『
宋
名
臣
言
行
録
』
に
従
う
。
】

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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注（
１
）
下
學
上
達
―
『
論
語
』
憲
問
篇
に
「
子
曰
、
莫
我
知
也
夫
。
子
貢
曰
、
何
爲
其
莫
知
子
也
。
子
曰
、
不
怨
天
、
不
尤

人
、
下
學
而
上
達
。
知
我
者
其
天
乎
」
と
あ
り
、
本
篇
巻
上
［
三
二
］
条
に
「
謝
子
曰
、
道
須
是
下
學
而
上
達
、
始

得
。
不
見
古
人
就
灑
掃
應
對
上
做
起
」
と
あ
る
。

（
２
）
喫
不
過
―
納
得
で
き
な
い
、
承
服
で
き
な
い
、
辛
抱
し
き
れ
な
い
な
ど
の
意
。
『
語
類
』
巻
四
四
に
「
如
人
相
訟
、

初
間
本
是
至
沒
緊
要
底
事
、
喫
不
過
、
胡
亂
去
下
一
紙
狀
」
な
ど
と
あ
る
。

（
３
）
一
日
問
…
即
默
然
―
『
程
氏
遺
書
』
巻
二
一
上
に
程
頤
の
記
事
と
し
て
「
邵
堯
夫
謂
程
子
曰
、
子
雖
聰
明
、
然
天
下

之
事
亦
眾
矣
、
子
能
盡
知
邪
。
子
曰
、
天
下
之
事
、
某
所
不
知
者
固
多
。
然
堯
夫
所
謂
不
知
者
何
事
。
是
時
適
雷
起
、

堯
夫
曰
、
子
知
雷
起
處
乎
。
子
曰
、
某
知
之
、
堯
夫
不
知
也
。
堯
夫
愕
然
曰
、
何
謂
也
。
子
曰
、
既
知
之
、
安
用
數

推
也
。
以
其
不
知
故
待
推
而
後
知
。
堯
夫
曰
、
子
以
爲
起
於
何
處
。
子
曰
、
起
於
起
處
。
堯
夫
瞿
然
稱
善
」
と
、
こ

こ
と
同
じ
逸
話
が
載
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
篇
巻
下
［
一
二
］
条
に
も
「
因
説
今
年
雷
起
某
處
、
伊
川
云
、
堯
夫
怎

知
。
某
便
知
。
又
問
、
甚
處
起
。
伊
川
云
、
起
處
起
。
堯
夫
愕
然
」
と
類
似
の
逸
話
が
録
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
仰
下
原
…
言
行
録
―
南
宋

李
幼
武
編
『
宋
名
臣
言
行
録
』
外
集
巻
五
「
邵
雍
康
節
先
生
」
に
「
上
蔡
云
、
堯
夫
直

是
豪
才
、
在
風
塵
時
節
便
是
偏
覇
手
段
。
如
富
公
身
都
將
相
、
嚴
重
有
威
、
人
不
敢
仰
視
、
他
將
做
小
兒
樣
看
」
と

あ
る
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
李
幼
武
は
朱
熹
よ
り
も
後
の
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
注
は
朱
熹
に
よ
る
も
の
で
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は
な
い
。

［
一
九
］

本
文

學
者
須
是
胸
懷
擺
脱
得
開
、
始
得
有
見
。
明
道
先
生
在
鄠
縣
作
簿
時
、
有
詩
云
、
雲
淡
風
輕
近
午
天
、
傍
花
隨
柳
過
前
川
。

（
１
）

（
２
）

旁
人
不
識
予
心
樂
、
將
謂
偸
閒
學
少
年
。
看
他
胸
懷
直
是
好
、
與
曾
點
底
事
一
般
。
先
生
又
有
詩
云
、
閒
來
無
事
不
從
容
、

（
３
）

（
４
）

（
５
）

睡
覺
東
窗
日
已
紅
。
萬
物
靜
觀
皆
自
得
、
四
時
佳
興
與
人
同
。
道
通
天
地
有
形
外
、
思
入
風
雲
變
態
中
。
富
貴
不
淫
貧

賤
樂
、
男
兒
到
此
是
豪
雄
。
問
、
周
恭
叔
恁
地
放
開
、
如
何
。
謝
曰
、
他
不
是
擺
脱
得
開
。
只
爲
立
不
住
、
便
放
卻
。
忒
早

（
６
）

（
７
）

（
８
）

在
裏
。
明
道
門
擺
脱
得
開
、
爲
他
所
過
者
化
。
問
、
見
箇
甚
道
理
便
能
所
過
者
化
。
謝
曰
、
呂
晉
伯
下
得
一
轉
語
好
。
道
、

（
９
）

（
１
０
）

（
１
１
）

（
１
２
）

（
１
３
）

所
存
者
神
、
便
能
所
過
者
化
。
所
過
者
化
、
便
能
所
存
者
神
。
横
渠
云
、
性
性
爲
能
存
神
、
物
物
爲
能
過
化
。
甚
親
切
。

（
１
４
）

（
１
５
）

口
語
訳

「
学
ぶ
者
は
、
胸
中
が
旧
来
の
し
が
ら
み
を
抜
け
出
し
自
由
に
な
っ
て
こ
そ
、
始
め
て
覚
る
所
が
あ
ろ
う
。
明
道
程
顥

先
生
は
鄠
県
に
て
主
簿
の
職
に
あ
っ
た
時
に
詩
を
作
っ
て
い
っ
た
、
『
雲
が
青
空
に
薄
く
か
か
り
、
そ
よ
風
の
吹
き
渡
る
昼

間
近
の
時
刻
、
花
々
に
寄
り
柳
並
木
に
沿
っ
て
、
前
を
流
れ
て
い
る
川
べ
り
を
歩
く
。
通
り
す
が
り
の
人
は
私
の
心
中
の
楽

し
み
を
知
ら
ず
、
暇
を
見
つ
け
て
は
若
者
の
ま
ね
を
し
て
花
柳
の
遊
を
な
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
』
と
。

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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先
生
の
胸
中
は
、
ま
っ
た
く
す
ば
ら
し
い
。
か
の
曽
点
の
故
事
と
同
じ
で
あ
る
。
先
生
は
ま
た
詩
を
作
っ
て
い
っ
た
、
『
平

素
か
ら
何
事
に
つ
け
て
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
眠
り
か
ら
覚
め
た
時
に
は
も

う
日
が
東
の
窓
に
あ
か
あ
か
と
輝
い
て
い
る
。
万
物
を
静
観
す
れ
ば
す
べ
て
が
各
々
の
あ
る
べ
き
あ
り
よ
う
に
落
ち
着
い
て

お
り
、
う
つ
り
ゆ
く
四
季
の
趣
き
は
生
々
と
し
た
わ
が
心
の
流
動
と
同
じ
で
あ
る
。
わ
が
道
は
こ
の
世
の
有
形
の
も
の
か
ら

無
形
の
も
の
ま
で
一
切
に
通
じ
わ
た
り
、
思
い
は
風
雲
な
ど
万
物
一
つ
ひ
と
つ
の
変
化
に
つ
い
て
精
微
を
尽
く
し
て
い
く
。

い
か
な
る
富
貴
に
も
心
を
か
き
乱
さ
れ
ず
、
貧
賤
の
な
か
に
あ
っ
て
も
心
楽
し
い
、
男
児
た
る
も
の
こ
こ
に
い
た
っ
て
こ
そ

豪
傑
と
い
え
よ
う
』
と
」
。

質
問
し
た
、
「
周
恭
叔
（
周
行
己
）
は
こ
れ
ら
の
詩
の
よ
う
に
の
び
や
か
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
彼
は
束
縛
か
ら
抜
け
出
し
自
由
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
止
ま
り
続
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
放
恣
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
（
見
識
が
進
む
の
が
）
早
す
ぎ
た
た
め
で
あ
る
。
程
顥
先

生
が
束
縛
か
ら
抜
け
出
し
自
由
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
先
生
が
『
過
ぐ
る
所
の
者
は
化
す
（
通
り
過
ぎ
る
所
の
人
々
は
そ

の
徳
に
感
化
さ
れ
た
）
』
か
ら
で
あ
る
」
と
。

質
問
し
た
、
「
ど
の
よ
う
な
道
理
を
覚
れ
ば
『
過
ぐ
る
所
の
者
は
化
す
』
と
い
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
」

と
。謝

良
佐
が
い
っ
た
、
「
呂
晋
伯
（
呂
大
忠
）
が
絶
妙
な
一
語
で
も
っ
て
こ
れ
を
表
現
し
て
い
る
。
彼
は
『
『
存
す
る
所
の

者
は
神
（
心
に
存
す
る
も
の
が
神
妙
）
』
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
過
ぐ
る
所
の
者
は
化
す
』
の
で
あ
る
。
『
過
ぐ
る
所
の
者
は
化
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す
』
の
で
あ
れ
ば
、
『
存
す
る
所
の
者
は
神
』
な
の
で
あ
る
』
と
い
っ
た
。
ま
た
、
張
載
が
『
自
己
本
来
の
性
を
尽
く
し
て

い
る
の
を
、
心
に
神
妙
を
存
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
し
、
事
物
の
本
性
を
尽
く
し
て
い
る
の
を
、
通
り
過
ぎ
る
と
こ
ろ

の
も
の
を
感
化
で
き
て
い
る
と
す
る
』
と
い
っ
た
の
は
、
た
い
へ
ん
懇
切
丁
寧
で
あ
る
」
と
。

注（
１
）
擺
脱
―
束
縛
や
古
い
習
慣
な
ど
、
悪
い
状
態
か
ら
抜
け
出
す
意
。
『
語
類
』
巻
八
に
「
今
人
言
道
理
、
説
要
平
易
、

不
知
到
那
平
易
處
極
難
。
被
那
舊
習
纏
繞
、
如
何
便
擺
脱
得
去
」
と
あ
る
。

（
２
）
明
道
先
…
作
簿
時
―
「
鄠
縣
」
は
、
永
興
軍
路
京
兆
府
に
属
す
る
県
。
現
在
の
陝
西
省
鄠
県
の
北
。
程
顥
は
若
い
頃
、

鄠
県
の
主
簿
を
務
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
一
一
「
明
道
先
生
行
狀
」
に
「
踰
冠
、
中
進
士
第
、

調
京
兆
府
鄠
縣
主
簿
」
と
あ
る
。
主
簿
と
は
、
各
署
に
あ
っ
て
文
書
帳
簿
を
管
理
す
る
官
の
こ
と
。

（
３
）
將
謂
―
思
い
違
い
を
す
る
、
誤
解
を
す
る
な
ど
、
多
く
事
実
と
合
わ
な
い
判
断
を
表
す
と
き
に
用
い
、
「
將
爲
」
と

も
表
記
さ
れ
る
。
王
鍈
『
詩
詞
曲
語
辞
例
釈
（
第
二
次
増
訂
本
）
』
（
中
華
書
店
、
二
〇
一
五
）
一
五
八
～
一
六
〇
頁

を
参
照
。

（
４
）
有
詩
云
…
學
少
年
―
『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
三
に
「
偶
成
【
時
作
鄠
縣
主
簿
】
」
と
題
し
て
同
詩
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
５
）
曾
點
底
事
―
本
篇
巻
上
［
一
六
］
条
注
（

）
に
既
出
の
『
論
語
』
先
進
篇
の
語
を
指
す
。

17

（
６
）
富
貴
不
淫
貧
賤
樂
―
「
富
貴
不
淫
」
は
、
『
孟
子
』
滕
文
公
下
篇
「
富
貴
不
能
淫
、
貧
賤
不
能
移
、
威
武
不
能
屈
」
、

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）



- 67 -

「
貧
賤
樂
」
は
、
『
論
語
』
学
而
篇
「
子
貢
曰
、
貧
而
無
諂
、
富
而
無
驕
、
何
如
。
子
曰
、
可
也
。
未
若
貧
而
樂
、

富
而
好
禮
者
也
」
を
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま
え
る
。

（
７
）
先
生
又
…
是
豪
雄
―
『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
第
三
に
「
秋
日
偶
成
二
首
」
の
其
一
と
し
て
同
詩
が
載
る
。

（
８
）
周
恭
叔
―
北
宋

周
行
己
（
字
は
恭
叔
。
号
は
浮
沚
先
生
）
の
こ
と
。
永
嘉
の
人
。
程
頤
と
呂
大
臨
に
師
事
し
た
。

著
に
『
浮
沚
集
』
八
巻
が
あ
り
、
永
嘉
学
派
の
先
駆
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
『
程
氏
外
書
』
巻
一
二
に
「
周
恭
叔

【
行
己
】
自
太
學
早
年
登
科
、
未
三
十
、
見
伊
川
、
持
身
嚴
苦
、
塊
坐
一
室
、
未
嘗
窺
牖
。
幼
議
母
黨
之
女
、
登
科

後
其
女
雙
瞽
、
遂
娶
焉
、
愛
過
常
人
。
伊
川
曰
、
某
未
三
十
時
、
亦
做
不
得
此
事
。
然
其
進
鋭
者
其
退
速
。
毎
嘆
惜

之
」
と
あ
る
に
よ
る
と
、
若
く
し
て
見
識
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
故
に
程
頤
か
ら
「
進
む
こ
と
鋭
き
者
は
其
の
退
く
も

速
か
な
り
」
と
心
配
さ
れ
、
果
た
し
て
後
年
「
會
伊
川
有
涪
陵
行
。
後
數
年
、
周
以
酒
席
有
所
屬
意
、
既
而
密
告
人

曰
、
勿
令
尹
彦
明
（
＝
尹
焞
）
知
。
又
曰
、
知
又
何
妨
、
此
不
害
義
理
。
伊
川
歸
洛
、
先
生
（
＝
尹
焞
）
以
是
告
之
。

伊
川
曰
、
此
禽
獸
不
若
也
、
豈
得
不
害
義
理
【
又
曰
、
以
父
母
遺
體
偶
倡
賤
、
其
可
乎
】
」
と
、
程
頤
の
留
守
中
、

酒
席
に
お
い
て
娼
妓
に
思
い
を
寄
せ
た
こ
と
か
ら
、
程
頤
か
ら
批
判
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

（
９
）
忒
早
在
裏
―
周
行
己
が
あ
ま
り
に
早
熟
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
か
え
っ
て
後
年
、
身
を
持
ち
崩
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

「
裏
」
は
動
作
・
状
態
の
存
在
を
表
す
句
末
の
助
詞
、
本
篇
巻
上
［
一
四
］
条
注
（
７
）
に
既
出
。
類
似
の
表
現
と

し
て
、
本
篇
巻
上
［
五
五
］
条
に
「
伊
川
曰
、
近
日
事
如
何
。
某
對
曰
、
天
下
何
思
何
慮
。
伊
川
曰
、
是
則
是
有
此

理
、
賢
却
發
得
太
早
在
」
と
あ
る
。

、
、
、

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
32



- 68 -

（

）
門
―
和
刻
本
に
付
さ
れ
る
頭
注
に
「
門
字
、
疑
誤
」
と
あ
る
に
従
い
、
訳
出
し
な
か
っ
た
。

10
（

）
所
過
者
化
―
『
孟
子
』
尽
心
上
篇
に
「
孟
子
曰
、
霸
者
之
民
、
驩
虞
如
也
。
王
者
之
民
、
皞
皞
如
也
。
殺
之
而
不
怨
、

11
利
之
而
不
庸
、
民
日
遷
善
而
不
知
爲
之
者
。
夫
君
子
所
過
者
化
、
所
存
者
神
、
上
下
與
天
地
同
流
、
豈
曰
小
補
之

、
、
、
、

、
、
、
、

哉
」
と
あ
る
。

（

）
呂
晉
伯
―
呂
大
忠
の
こ
と
、
本
篇
巻
上
［
一
六
］
条
注
（
７
）
に
既
出
。

12
（

）
一
轉
語
―
一
回
の
発
話
。
「
轉
」
は
回
数
を
い
う
量
詞
。
『
臨
済
録
』
に
「
師
云
、
飯
頭
不
會
。
請
和
尚
代
一
轉

13
語
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
四
に
「
又
言
、
犬
之
性
猶
牛
之
性
、
牛
之
性
猶
人
之
性
與
。
不
知
人
何
故
與
牛
犬
異
。

此
兩
處
似
欠
中
間
一
轉
語
」
と
あ
る
。

（

）
所
存
者
神
―
注
（

）
に
既
出
の
『
孟
子
』
の
語
。

14

11

（

）
横
渠
云
…
能
過
化
―
張
載
『
正
蒙
』
神
化
篇
に
「
敦
厚
而
不
化
、
有
體
而
無
用
也
。
化
而
自
失
焉
、
狥
物
而
喪
己
也
。

15
大
徳
敦
化
、
然
後
仁
智
一
而
聖
人
之
事
備
。
性
性
爲
能
存
神
、
物
物
爲
能
過
化
」
と
あ
る
。

［
二
〇
］

本
文

古
詩
、
即
今
之
歌
曲
。
今
人
唱
曲
、
徃
徃
能
使
人
感
動
、
至
學
詩
、
卻
無
感
動
興
發
處
。
只
爲
泥
卻
章
句
故
也
。
明
道
先
生

善
言
詩
。
他
又
渾
不
曾
章
解
句
釋
、
但
優
游
玩
味
、
吟
哦
上
下
、
便
使
人
有
得
處
。
瞻
彼
日
月
、
悠
悠
我
思
。
道
之
云
遠
、

（
１
）

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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曷
云
能
來
、
思
之
切
矣
。
終
曰
百
爾
君
子
、
不
知
德
行
。
不
忮
不
求
、
何
用
不
臧
、
歸
於
正
也
。
詩
云
、
鳶
飛
戻
天
、
魚
躍

（
２
）

（
３
）

於
淵
、
猶
韓
愈
謂
魚
川
泳
而
鳥
雲
飛
、
上
下
自
然
各
得
其
所
也
。
詩
人
之
意
、
言
如
此
氣
象
。
周
王
作
人
似
之
。
子
思
之
意
、

（
４
）

（
５
）

（
６
）

言
上
下
察
也
。
猶
孟
子
所
謂
必
有
事
焉
、
而
勿
正
、
察
見
天
理
、
不
用
私
意
也
。
故
結
上
文
云
、
君
子
語
大
、
天
下
莫
能
載
、

（
７
）

（
校
１
）

（
８
）

語
小
、
天
下
莫
能
破
。
今
人
學
詩
、
將
章
句
橫
在
肚
裏
。
怎
生
得
脱
【
一
此
下
有
廼
云
字
】
。
莫
道
章
句
、
便
將
堯
舜
橫
在

（
９
）

（
１
０
）

肚
裏
、
也
【
一
此
下
有
即
字
】
不
得
。

校
勘

（
校
１
）
四
庫
全
書
本
は
「
所
謂
必
」
の
下
か
ら
本
篇
巻
上
［
二
四
］
条
「
蓋
世
底
」
の
上
ま
で
が
な
く
、
［
二
〇
］
条
と

［
二
四
］
条
と
が
繋
が
っ
て
い
る
。

口
語
訳

古
代
の
詩
は
、
現
在
の
歌
曲
と
同
じ
で
あ
る
。
い
ま
の
人
が
歌
を
う
た
う
時
は
、
し
ば
し
ば
聞
く
も
の
を
感
動
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
『
詩
経
』
を
学
ぶ
場
合
に
は
、
か
え
っ
て
感
動
し
て
奮
い
立
つ
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
章
句
、
つ
ま
り
一

字
一
句
の
解
釈
に
拘
泥
す
る
か
ら
で
あ
る
。
明
道
程
顥
先
生
は
『
詩
経
』
の
講
釈
に
秀
で
て
い
た
。
先
生
は
字
句
や
章
段
ご

と
の
解
釈
を
ま
っ
た
く
な
さ
れ
ず
、
た
だ
ゆ
っ
た
り
と
玩
味
し
、
節
を
つ
け
て
読
み
下
し
て
、
そ
の
ま
ま
ひ
と
を
覚
ら
せ
た

（
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
具
合
で
あ
る
）
。
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（
『
詩
経
』
邶
風
・
雄
雉
に
い
う
）
「
彼
の
日
月
を
瞻
れ
ば
、
悠
悠
た
り
我
が
思
い
。
道
の
云
に
遠
き
、
曷
か
云
に
能
く

み

こ
こ

い
つ

こ
こ

來
た
ら
ん
（
過
ぎ
去
り
ゆ
く
日
と
月
と
を
見
る
に
つ
け
、
遙
か
に
思
い
は
募
る
。
夫
と
私
と
を
隔
て
て
い
る
道
の
り
は
遠
い
、

一
体
い
つ
に
な
っ
た
ら
夫
は
遠
征
か
ら
帰
る
の
か
）
」
は
、
痛
切
な
思
い
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
最
後
に
「
百
爾
の
君
子
は
、

徳
行
を
知
ら
ず
。
忮
わ
ず
求
め
ざ
れ
ば
、
何
を
用
っ
て
か
臧
か
ら
ざ
ら
ん
（
も
ろ
も
ろ
の
君
子
た
ち
は
、
道
徳
の
な
ん
た
る

そ
こ
な

も

よ

か
を
知
ら
な
い
。
人
に
害
を
与
え
ず
、
無
理
な
要
求
を
し
な
け
れ
ば
、
悪
い
こ
と
は
な
く
な
る
は
ず
）
」
と
う
た
っ
て
い
る

の
は
、
正
義
に
帰
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
詩
経
』
（
大
雅
・
旱
麓
）
に
「
鳶

飛
び
て
天
に
戻
り
、
魚

淵
に
躍
る
（
鳶

い
た

は
飛
ん
で
天
ま
で
届
き
、
魚
は
深
い
池
で
跳
ね
上
が
る
）
」
と
あ
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
韓
愈
が
そ
の
文
章
の
な
か
で
「
魚
が

川
を
泳
ぎ
、
鳥
が
雲
間
を
飛
ぶ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
上
よ
り
下
に
至
る
ま
で
み
ん
な
、
自
ず
と
そ
の
よ
ろ
し

き
を
得
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
古
代
の
詩
人
の
真
意
は
、
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
い
わ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
周
王
は
こ
の

よ
う
に
民
を
教
化
し
た
の
で
あ
る
。
子
思
が
こ
の
句
を
『
礼
記
』
中
庸
篇
に
引
用
し
た
真
意
は
、
道
は
「
上
下
に
察
ら
か
」

あ
き

で
あ
る
こ
と
を
い
わ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
孟
子
の
い
わ
ゆ
る
「
必
ず
事
と
す
る
有
り
て
正
に
す
る
こ
と
勿
れ

あ
て

（
義
を
集
め
る
努
力
は
す
る
が
、
そ
の
効
果
を
あ
て
に
し
な
い
）
」
の
と
同
じ
で
、
天
理
を
は
っ
き
り
と
見
て
、
私
意
を
廃

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
訳
で
、
（
子
思
は
）
上
述
の
文
を
結
ん
で
「
君
子

大
を
語
れ
ば
、
天
下
に
能
く
載

す
る
も
の
莫
く
、
小
を
語
れ
ば
、
天
下
に
能
く
破
る
も
の
莫
し
（
君
子
が
大
き
い
こ
と
を
論
じ
た
な
ら
ば
、
ど
こ
に
も
そ
れ

を
載
せ
う
る
も
の
が
な
い
ほ
ど
極
大
で
、
小
さ
い
こ
と
を
論
じ
た
な
ら
ば
、
誰
も
こ
れ
以
上
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ

ど
極
微
で
あ
る
）
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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（
以
上
が
程
顥
先
生
の
説
き
方
で
あ
る
が
、
他
方
で
）
い
ま
の
人
が
『
詩
経
』
を
学
ぶ
と
き
は
、
心
中
が
章
句
で
覆
わ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
束
縛
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
【
あ
る
テ
キ
ス
ト
で
は
、
こ
の
下
に
「
廼
云

（
そ
こ
で
い
っ
た
）
」
の
字
が
あ
る
】
。
章
句
は
い
う
に
及
ば
ず
、
た
と
い
心
中
が
堯
舜
で
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
や
は

り
【
あ
る
テ
キ
ス
ト
で
は
、
こ
の
下
に
「
即
（
つ
ま
り
）
」
の
字
が
あ
る
】
だ
め
だ
。

注（
１
）
吟
哦
―
節
を
つ
け
て
詩
詞
を
吟
じ
る
。
詩
詞
を
作
る
意
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

（
２
）
瞻
彼
日
…
云
能
來
―
『
詩
経
』
邶
風
・
雄
雉
に
「
瞻
彼
日
月
、
悠
悠
我
思
。
道
之
云
遠
、
曷
云
能
來
。
百
爾
君
子
、

不
知
德
行
。
不
忮
不
求
、
何
用
不
臧
」
と
あ
る
。
『
毛
詩
正
義
』
巻
二
に
よ
る
と
当
該
詩
は
淫
乱
で
国
事
を
顧
み
ず
、

民
を
遠
征
へ
と
使
役
し
た
衛
の
宣
公
を
非
難
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
夫
を
遠
征
へ
と
か
り
出
さ
れ
た
婦
人
が
大

夫
た
ち
を
批
判
し
た
パ
ー
ト
で
、
『
正
義
』
に
準
拠
す
る
と
「
在
朝
の
君
子
が
た
よ
、
私
は
道
徳
の
な
ん
た
る
か
な

ど
知
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
夫
は
人
様
を
憎
み
陥
れ
る
こ
と
も
、
完
璧
を
求
め
る
こ
と
も
し
ま
せ
ん
。
な
の
に
ど
う

し
て
こ
の
よ
う
な
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
な
さ
る
の
で
す
」
な
ど
と
訳
す
こ
と
に
な
る
が
、
恐
ら
く
程
顥
・
謝
良
佐
は
そ

の
よ
う
に
は
読
ん
で
い
な
い
。

（
３
）
終
曰
百
…
用
不
臧
―
注
（
２
）
に
既
出
。

（
４
）
詩
云
、
鳶
…
躍
於
淵
―
『
詩
経
』
大
雅
・
旱
麓
に
「
鳶
飛
戾
天
、
魚
躍
于
淵
。
豈
弟
君
子
、
遐
不
作
人
。
清
酒
既
載
、
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騂
牡
既
備
。
以
享
以
祀
、
以
介
景
福
」
と
あ
る
。
ま
た
、
本
篇
巻
中
［
三
四
］
条
に
「
鳶
飛
戾
天
、
魚
躍
于
淵
、
無

些
私
意
。
上
下
察
、
以
明
道
體
無
所
不
在
。
非
指
鳶
魚
而
言
也
。
若
指
鳶
魚
爲
言
、
則
上
面
更
有
天
、
下
面
更
有
地

在
。
知
勿
忘
勿
助
長
、
則
知
此
。
知
此
、
則
知
夫
子
與
㸃
之
意
」
と
あ
る
。

（
５
）
魚
川
泳
而
鳥
雲
飛
―
唐

韓
愈
『
韓
昌
黎
集
』
巻
一
三
「
徐
泗
濠
三
州
節
度
掌
書
記
㕔
石
記
」
に
「
蔚
乎
其
相
章
、

炳
乎
其
相
輝
。
志
同
而
氣
合
。
魚
川
泳
而
鳥
雲
飛
也
。
愈
樂
是
賓
主
之
相
得
也
」
と
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、

（
６
）
作
人
―
注
（
４
）
所
引
の
『
詩
経
』
大
雅
・
旱
麓
に
「
豈
弟
君
子
、
遐
不
作
人
」
の
句
が
あ
り
、
鄭
玄
は
「
遐
、
遠

也
。
言
大
王
王
季
之
德
、
近
於
變
化
使
如
新
作
人
」
と
注
す
る
。
後
に
人
を
任
用
す
る
こ
と
、
お
よ
び
人
材
を
養
成

す
る
こ
と
を
「
作
人
」
と
い
う
。

（
７
）
子
思
之
…
下
察
也
―
孔
子
の
孫
・
子
思
の
作
と
さ
れ
る
『
礼
記
』
中
庸
篇
に
「
君
子
之
道
費
而
隱
。
夫
婦
之
愚
、
可

以
與
知
焉
、
及
其
至
也
、
雖
聖
人
亦
有
所
不
知
焉
。
夫
婦
之
不
肖
、
可
以
能
行
焉
、
及
其
至
也
、
雖
聖
人
亦
有
所
不

能
焉
。
天
地
之
大
也
、
人
猶
有
所
憾
。
故
君
子
語
大
、
天
下
莫
能
載
焉
。
語
小
、
天
下
莫
能
破
焉
。
詩
云
、
鳶
飛
戾

天
、
魚
躍
於
淵
。
言
其
上
下
察
也
」
と
あ
る
。

、
、
、
、
、
、

（
８
）
猶
孟
子
…
而
勿
正
―
「
必
有
事
焉
、
而
勿
正
」
は
、
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
あ
る
語
。
本
篇
巻
上
［
一
二
］
条
注

（
３
）
に
既
出
。

（
９
）
故
結
上
…
莫
能
破
―
注
（
７
）
に
既
出
。

（

）
莫
道
―
こ
こ
で
は
下
の
「
也
」
と
呼
応
し
、
「
～
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
た
と
い
…
…
」
と
い
う
句
型
を
構
成
す
る
。

10
『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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こ
の
句
型
に
つ
い
て
は
小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
）
一
七
八
頁
を
参
照
。
『
語
類
』
巻
二

九
に
も
「
天
下
事
那
裏
被
你
算
得
盡
。
才
計
較
利
害
、
莫
道
三
思
、
雖
百
思
也
只
不
濟
事
」
と
あ
り
、
同
じ
く
「
恁

、
、

、

地
莫
道
做
好
人
不
成
、
便
做
惡
人
也
不
成
」
と
あ
る
。

、
、

、

余
説程

顥
が
『
詩
経
』
を
講
義
す
る
際
、
訓
詁
に
拘
泥
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
篇
巻
下
［
九
］
条
に
も
「
伯
淳
常

談
詩
、
並
不
下
一
字
訓
詁
。
有
時
只
轉
却
一
兩
字
、
㸃
【
平
聲
】
掇
地
念
過
、
便
敎
人
省
悟
。
又
曰
、
古
人
所
以
貴
親
炙
之

也
」
と
あ
る
。

［
二
一
］

（
校
１
）

本
文

問
、
爲
政
如
何
。
謝
子
曰
、
吾
爲
縣
、
立
信
以
示
之
。
始
時
事
煩
、
吾
信
既
立
、
今
則
簡
矣
。
凡
事
皆
與
之
議
而
處
其
方
。

只
如
理
債
、
則
先
約
之
、
息
不
得
過
本
。
不
及
本
、
則
計
日
月
償
之
、
又
爲
之
期
。
期
而
不
還
、
治
其
罪
。
息
過
本
、
則
不

（
１
）

理
。
凡
胥
吏
稟
吾
約
束
者
、
申
爲
之
約
而
言
不
再
。
期
既
至
而
事
未
集
、
治
其
罪
、
不
復
縱
。
凡
此
皆
所
以
示
吾
信
。
余
又

問
、
處
事
何
以
得
其
要
。
謝
曰
、
試
擧
一
端
。
只
如
繳
引
勾
到
人
、
便
令
於
引
上
作
三
項
開
説
、
某
人
是
陳
狀
、
某
人
是

被
論
、
某
人
是
證
見
、
即
時
便
見
得
事
。
因
問
、
當
不
用
更
看
元
詞
。
謝
子
遂
言
曰
、
吾
毎
就
事
著
工
夫
學
。
只
如
喜
怒
、

（
２
）

（
３
）

（
校
２
）
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遂
日
消
磨
、
須
要
去
得
盡
。
余
問
、
吾
丈
應
是
銷
去
多
時
。
曰
、
不
遷
怒
、
須
是
顔
子
、
始
做
得
。
假
使
高
聲
一
句
、
便
是

（
４
）

罪
過
。
又
曰
、
任
意
喜
怒
、
都
是
人
欲
。
須
察
見
天
理
涵
養
、
始
得
。
余
又
問
、
變
化
風
俗
、
如
何
。
謝
曰
、
此
事
須
是
他

（
校
３
）

聖
人
、
便
有
恁
地
手
段
。
此
方
風
俗
至
薄
惡
、
欲
變
易
之
、
吾
則
未
能
。
子
貢
稱
孔
子
曰
夫
子
之
得
邦
家
者
、
所
謂
立
之
斯

立
、
道
之
斯
行
、
綏
之
斯
來
、
動
之
斯
和
、
須
還
這
老
子
始
得
。
爲
他
與
天
合
一
、
變
化
在
手
、
便
做
得
恁
地
事
。
余
又
問
、

（
５
）

（
６
）

孟
子
云
、
如
欲
平
治
天
下
、
當
今
之
世
、
舍
我
其
誰
。
使
孟
子
得
志
、
如
何
。
曰
、
是
他
須
從
法
度
上
做
起
。
變
化
風
俗
底

（
７
）

事
、
恐
也
未
了
得
在
。
如
二
南
麟
趾
騶
虞
之
應
、
須
是
他
文
王
、
始
得
。

（
８
）

校
勘

（
校
１
）
本
条
は
四
庫
全
書
本
に
は
な
い
。

（
校
２
）
朱
子
遺
書
本
は
「
就
」
を
「
■
」
と
し
、
和
刻
本
は
「
就
」
が
な
い
。

（
校
３
）
朱
子
遺
書
本
・
和
刻
本
は
「
涵
養
」
を
「
含
養
」
に
作
る
。

口
語
訳

質
問
し
た
、
「
政
治
を
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
私
が
県
の
役
人
に
な
っ
た
と
き
は
、
信
を
打
ち
立
て
て
人
々
に
示
し
た
。
始
め
は
何
事
に
つ
け
て

も
煩
瑣
で
あ
っ
た
が
、
私
の
信
が
す
で
に
確
立
さ
れ
て
、
い
ま
で
は
す
っ
か
り
簡
素
に
な
っ
た
。
だ
い
た
い
物
事
は
す
べ
て

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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人
々
と
相
談
し
て
方
針
を
定
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
債
務
を
返
済
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
最
初
に
契
約
し
た
時
に
、
利
息

が
元
金
の
二
倍
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
二
倍
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は
、
貸
与
期
間
を
計
算
し
て
こ
れ
を
返
済
金
額
と
し
、

さ
ら
に
返
済
期
日
を
決
め
る
。
期
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
返
済
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
罪
を
責
め
て
処
罰
す
る
。
利
息
が
元
金
の

二
倍
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
返
済
し
な
く
て
も
よ
い
。
だ
い
た
い
部
下
が
私
の
取
り
決
め
を
聞
く
時
は
、
私
は
そ
の
場
で

約
束
し
、
繰
り
返
し
確
認
す
る
だ
け
で
、
以
後
は
再
び
い
わ
な
い
。
期
日
が
も
う
来
て
い
る
の
に
仕
事
が
済
ん
で
い
な
い
な

ら
ば
、
裁
判
に
か
け
て
そ
の
罪
を
責
め
、
決
し
て
見
逃
し
た
り
し
な
い
。
こ
れ
ら
は
み
ん
な
私
の
信
を
示
す
手
段
で
あ
る
」

と
。私

が
ま
た
質
問
し
た
、
「
物
事
を
処
理
す
る
の
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
抑
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
文
書
を
提
出
し
て
人
を
逮
捕
す
る
場
合
は
、
文
書
の
上
の
部

分
に
三
つ
の
項
目
、
す
な
わ
ち
誰
々
が
告
訴
人
で
、
誰
々
が
被
告
で
、
誰
々
が
証
人
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
を
明
記
さ
せ
て

お
け
ば
、
す
ぐ
に
事
が
分
か
る
も
の
だ
」
と
。

そ
こ
で
質
問
し
た
、
「
そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
、
も
と
の
文
書
を
読
む
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
」
と
。

謝
良
佐
が
そ
こ
で
い
っ
た
、
「
私
は
何
事
に
も
工
夫
を
用
い
て
学
ん
で
い
る
の
だ
。
例
え
ば
喜
怒
な
ど
の
感
情
は
、
毎
日

毎
日
減
ら
し
て
い
っ
て
、
す
べ
て
除
去
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
。

私
が
質
問
し
た
、
「
先
生
は
き
っ
と
こ
れ
ら
を
除
去
し
終
え
て
久
し
い
で
し
ょ
う
ね
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
（
『
論
語
』
雍
也
篇
に
い
う
）
『
怒
り
を
遷
さ
ず
（
怒
り
に
ま
か
せ
て
八
つ
当
た
り
し
な
い
）
』
と
い
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う
の
は
、
顔
回
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
の
だ
。
も
し
一
言
で
も
声
を
荒
げ
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
や
ま
ち

で
あ
る
」
と
。

ま
た
い
っ
た
、
「
勝
手
気
ま
ま
に
喜
ん
だ
り
怒
っ
た
り
す
る
の
は
、
み
ん
な
人
欲
で
あ
る
。
天
理
を
は
っ
き
り
と
認
識
し

包
容
養
育
し
て
、
始
め
て
顔
回
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
」
と
。

私
が
ま
た
質
問
し
た
、
「
風
俗
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
こ
の
こ
と
は
、
か
の
聖
人
で
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
能
力
が
あ
る
の
だ
。
も
し
こ
こ
の
風
俗

が
大
変
に
浅
薄
で
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
れ
を
改
め
よ
う
と
し
て
も
、
私
に
は
で
き
な
い
。
（
『
論
語
』
子
張
篇
に
）
子
貢
が

孔
子
を
称
え
て
『
夫
子
の
邦
家
を
得
れ
ば
、
所
謂

之
を
立
つ
れ
ば
斯
に
立
ち
、
之
を
道
け
ば
斯
に
行
い
、
之
を
綏
ん
ず
れ

こ
こ

み
ち
び

し
た
が

や
す

ば
斯
に
来
た
り
、
之
を
動
か
せ
ば
斯
に
和
す
（
孔
子
が
も
し
国
家
を
治
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
『
立
た
せ
れ
ば
立

ち
、
導
け
ば
歩
き
、
安
ら
げ
ば
集
ま
っ
て
来
、
激
励
す
れ
ば
こ
た
え
る
）
』
で
あ
る
』
と
い
っ
た
の
は
、
や
は
り
聖
人
で
あ

る
こ
の
お
方
で
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
れ
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
方
が
天
と
合
一
し
て
い
て
、
（
風
俗
を
）
変

化
さ
せ
る
こ
と
な
ど
は
手
中
に
あ
る
よ
う
な
も
の
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
。

私
が
ま
た
質
問
し
た
、
「
孟
子
は
『
如
し
天
下
を
平
治
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
今
の
世
に
当
た
り
て
、
我
を
舎
き
て
其
れ
誰
ぞ

も

お

や
（
天
が
も
し
、
天
下
を
平
定
し
よ
う
と
望
む
な
ら
、
今
の
世
に
お
い
て
、
私
を
お
い
て
誰
が
あ
ろ
う
か
）
』
と
い
い
ま
し

た
。
も
し
孟
子
が
志
望
を
叶
え
て
天
下
を
治
め
て
い
た
な
ら
ば
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
彼
は
き
っ
と
法
律
制
度
で
も
っ
て
統
治
を
始
め
る
で
あ
ろ
う
。
風
俗
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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て
は
、
恐
ら
く
は
会
得
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
。
『
詩
経
』
周
南
の
「
麟
之
趾
」
、
召
南
の
「
騶
虞
」
の
よ
う
な
「
応

（
感
応
・
効
験
）
」
は
、
文
王
の
感
化
が
あ
っ
て
こ
そ
、
可
能
な
の
で
あ
る
」
と
。

注（
１
）
本
―
元
金
。
金
銭
貸
借
の
と
き
の
、
貸
借
の
金
銭
。

（
２
）
被
論
―
訴
訟
の
時
の
被
告
。

（
３
）
證
見
―
証
人
。

（
４
）
不
遷
怒
―
『
論
語
』
雍
也
篇
に
「
哀
公
問
、
弟
子
孰
爲
好
學
。
孔
子
對
曰
、
有
顏
回
者
好
學
、
不
遷
怒
、
不
貳
過
。

、
、
、

不
幸
短
命
死
矣
。
今
也
則
亡
、
未
聞
好
學
者
也
」
と
あ
る
。

（
５
）
子
貢
稱
…
之
斯
和
―
『
論
語
』
子
張
篇
に
「
陳
子
禽
謂
子
貢
曰
、
子
爲
恭
也
。
仲
尼
豈
賢
於
子
乎
。
子
貢
曰
、
君
子

一
言
以
爲
知
、
一
言
以
爲
不
知
。
言
不
可
不
慎
也
。
夫
子
之
不
可
及
也
、
猶
天
之
不
可
階
而
升
也
。
夫
子
之
得
邦
家

、
、
、
、
、
、

者
、
所
謂
立
之
斯
立
、
道
之
斯
行
、
綏
之
斯
来
、
動
之
斯
和
、
其
生
也
榮
、
其
死
也
哀
。
如
之
何
其
可
及
也
」
と
あ

、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

る
。

（
６
）
須
還
―
「
須
是
（
～
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
」
と
同
義
、
「
還
須
」
「
還
應
」
「
須
是
還
他
」
な
ど
と
も
書
か
れ
る
。

芳
澤
勝
弘
「
關
於
〝
還
他
…
〟
」
（
『
俗
語
言
研
究
』
禅
籍
俗
語
言
研
究
会
、
第
五
期
、
一
九
九
八
）
を
参
照
。

（
７
）
孟
子
云
…
我
其
誰
―
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
篇
に
あ
る
語
。
本
篇
巻
上
［
二
］
条
注
（
２
）
に
既
出
。
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（
８
）
麟
趾
騶
虞
之
應
―
「
麟
趾
」
は
、
『
詩
経
』
周
南
掉
尾
の
「
麟
之
趾
」
、
「
騶
虞
」
は
、
同
じ
く
召
南
掉
尾
の
「
騶

虞
」
の
こ
と
。
「
麟
之
趾
」
は
、
『
毛
詩
正
義
』
巻
一
の
小
序
に
よ
る
と
、
周
南
冒
頭
の
「
關
雎
の
應
」
に
あ
た
り
、

「
關
雎
の
化
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
天
下
に
は
非
礼
を
犯
す
も
の
が
な
く
な
り
、
世
が
衰
え
て
も
そ
の
余
沢
に
よ
り
、

ま
る
で
麒
麟
が
出
現
し
た
時
の
よ
う
に
、
公
子
た
ち
は
信
厚
で
あ
る
と
称
え
た
詩
篇
。
「
騶
虞
」
は
、
同
じ
く
小
序

に
よ
る
と
召
南
冒
頭
の
「
鵲
巢
の
應
」
で
あ
り
、
「
鵲
巢
の
化
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
人
倫
が
正
し
く
な
り
、
朝
廷

が
治
ま
り
、
天
下
が
文
王
の
感
化
を
受
け
、
国
君
が
狩
猟
す
る
に
際
し
て
も
ま
る
で
情
け
深
い
瑞
獣
の
騶
虞
の
よ
う

に
こ
と
ご
と
く
は
殺
さ
な
い
と
称
え
た
詩
篇
。

［
二
二
］

（
校
１
）

本
文

孟
子
曰
、
養
心
、
莫
善
於
寡
欲
。
此
一
句
如
何
。
謝
子
曰
、

吾
皆
亦

曾
問
伊
川
先
生
。
曰
、
此
一
句
淺
近
、
不
如
理
義
之

（
１
）

（
校
２
）
（
２
）

（
校
３
）

悦
我
心
、
猶
芻
豢
之
悦
我
口
最
親
切
有
滋
味
。
然
須
是
體
察
得
理
義
之
悦
我
心
眞
箇
猶
芻
豢
、
始
得
。
明
道
先
生
曰
、
操
則

（
３
）

（
４
）

存
、
舍
則
亡
、
出
入
無
時
、
非
聖
人
之
言
也
。
心
安
得
有
出
入
乎
。

（
５
）

（
校
４
）

校
勘

（
校
１
）
本
条
は
四
庫
全
書
本
に
は
な
い
。

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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（
校
２
）
正
誼
堂
本
は
「
皆
」
を
「
昔
」
に
作
る
。

（
校
３
）
正
誼
堂
本
は
「
理
義
」
を
「
義
理
」
に
作
る
。

（
校
４
）
朱
子
遺
書
本
・
和
刻
本
は
下
に
小
字
注
「
皆
疑
作
昔
」
が
あ
る
。

口
語
訳

（
質
問
し
た
、
）
「
孟
子
が
『
心
を
養
う
は
、
欲
を
寡
く
す
る
よ
り
善
き
は
莫
し
（
心
を
養
う
に
は
、
欲
を
少
な
く
す
る

の
が
最
も
よ
い
方
法
だ
）
』
と
い
い
ま
し
た
が
、
こ
の
一
語
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
私
も
、
伊
川
程
頤
先
生
に
こ
の
こ
と
を
質
問
し
た
こ
と
が
あ
る
。
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
『
こ

の
一
語
は
深
み
が
な
く
、
（
『
孟
子
』
告
子
上
篇
に
い
う
）
『
理
義
の
我
が
心
を
悦
ば
す
は
、
猶
お
芻
豢
の
我
が
口
を
悦
ば
す

が
ご
と
し
（
理
と
義
と
が
私
の
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
、
家
畜
の
肉
が
私
の
口
を
満
足
さ
せ
る
の
と
同
様
で
あ
る
）
』
の

語
が
こ
の
う
え
な
く
懇
切
で
味
わ
い
が
あ
る
の
に
は
及
ば
な
い
。
け
れ
ど
も
、
『
理
義
の
我
が
心
を
悦
ば
す
』
が
真
に
『
猶

お
芻
豢
の
我
が
口
を
悦
ば
す
が
ご
と
し
』
で
あ
る
と
体
認
し
て
、
始
め
て
成
り
立
つ
の
で
あ
る
』
と
。
明
道
程
顥
先
生
が
さ

ら
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
『
（
『
孟
子
』
告
子
上
篇
に
い
う
）
『
操
れ
ば
則
ち
存
し
、
舎
つ
れ
ば
則
ち
亡
す
、
出
入
に
時
無
し

と

す

（
心
と
い
う
も
の
は
、
し
っ
か
り
持
っ
て
い
れ
ば
こ
こ
に
存
在
し
、
放
っ
て
置
く
と
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
出
入
に
も
決
ま

っ
た
時
が
な
い
）
』
と
い
う
の
は
、
聖
人
の
言
葉
で
は
な
い
。
心
は
ど
う
し
て
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
』

と
」
と
。
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注（
１
）
孟
子
曰
…
於
寡
欲
―
『
孟
子
』
尽
心
下
篇
に
「
孟
子
曰
、
養
心
莫
善
於
寡
慾
。
其
爲
人
也
寡
慾
、
雖
有
不
存
焉
者
、

寡
矣
。
其
爲
人
也
多
欲
、
雖
有
存
焉
者
、
寡
矣
」
と
あ
る
。

（
２
）
皆
―
朱
子
遺
書
本
・
和
刻
本
に
付
さ
れ
る
小
字
注
「
皆
、
疑
作
昔
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
解
釈
す
る
。
『
河
南
程
氏

外
書
』
巻
一
二
に
所
引
の
本
条
も
「
昔
」
に
作
る
。

（
３
）
理
義
之
…
悦
我
口
―
『
孟
子
』
告
子
上
篇
に
「
孟
子
曰
、
富
歳
、
子
弟
多
賴
。
兇
歳
、
子
弟
多
暴
、
非
天
之
降
才
爾

殊
也
、
其
所
以
陷
溺
其
心
者
然
也
。
…
…
聖
人
先
得
我
心
之
所
同
然
耳
。
故
理
義
之
悅
我
心
、
猶
芻
豢
之
悅
我
口
」

と
あ
る
。

（
４
）
眞
箇
―
ほ
ん
と
う
に
、
実
に
、
の
意
。

（
５
）
操
則
存
…
入
無
時
―
『
孟
子
』
告
子
上
篇
に
あ
る
語
。
本
篇
巻
上
［
六
］
条
注
（
５
）
に
既
出
。

［
二
三
］

（
校
１
）

本
文

問
、
從
上
諸
聖
、
皆
有
相
傳
處
。
至
如
老
子
、
問
如
何
。
謝
子
曰
、
他
見
得
錯
了
。
余
問
、
錯
在
甚
處
。
曰
、
只
如
失
道
而

（
１
）

後
德
、
失
德
而
後
仁
、
失
仁
而
後
義
、
失
義
而
後
禮
、
是
甚
説
話
。
自
然
不
可
易
底
、
便
喚
做
道
、
體
在
我
身
上
、
便
喚
做

（
２
）

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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德
、
有
知
覺
識
痛
癢
、
便
喚
做
仁
、
運
用
處
皆
是
當
、
便
喚
做
義
。
大
都
只
是
一
事
。
那
裏
有
許
多
分
別
。

（
３
）

校
勘

（
校
１
）
本
条
は
四
庫
全
書
本
に
は
な
い
。

口
語
訳

質
問
し
た
、
「
昔
日
の
多
く
の
聖
人
の
教
え
は
、
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
老
子
に
つ
い
て
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
彼
は
見
誤
っ
て
い
る
」
と
。

私
が
質
問
し
た
、
「
ど
こ
が
誤
っ
て
い
る
の
で
す
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
例
え
ば
『
道
を
失
い
て
後
に
徳
あ
り
、
徳
を
失
い
て
後
に
仁
あ
り
、
仁
を
失
い
て
後
に
義
あ
り
、

義
を
失
い
て
後
に
礼
あ
り
（
道
が
失
わ
れ
て
そ
の
後
に
徳
が
起
こ
り
、
徳
が
失
わ
れ
て
そ
の
後
に
仁
が
起
こ
り
、
仁
が
失
わ

れ
て
そ
の
後
に
義
が
起
こ
り
、
義
が
失
わ
れ
て
そ
の
後
に
礼
が
起
こ
る
）
』
と
は
、
一
体
な
ん
の
話
し
だ
。
自
然
で
あ
っ
て

変
化
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
を
道
と
い
い
、
そ
れ
を
体
得
し
て
自
分
自
身
に
あ
る
も
の
を
徳
と
い
い
、
知
覚
が
あ
っ

て
痛
癢
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
を
仁
と
い
い
、
運
用
す
る
と
こ
ろ
が
す
べ
て
適
切
で
あ
る
の
を
義
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、

す
べ
て
た
だ
一
つ
の
事
柄
な
の
だ
。
そ
ん
な
に
多
く
の
区
分
が
あ
る
わ
け
が
な
い
」
と
。
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注（
１
）
從
上
―
以
前
の
意
の
同
義
複
合
詞
。
『
臨
済
録
』
に
「
從
上
諸
聖
將
什
麼
爲
人
」
と
あ
り
、
『
大
慧
普
覚
禅
師
書
』

巻
二
九
「
答
嚴
敎
授
【
子
卿
】
」
に
「
昔
黄
檗
問
百
丈
、
從
上
古
人
以
何
法
示
人
」
と
あ
る
。

（
２
）
失
道
而
…
而
後
禮
―
『
老
子
』
下
篇
三
八
章
に
「
上
德
不
德
、
是
以
有
德
。
下
德
不
失
德
、
是
以
無
德
。
上
德
無
爲

而
無
以
爲
。
下
德
爲
之
而
有
以
爲
。
上
仁
爲
之
而
無
以
爲
。
上
義
爲
之
而
有
以
爲
。
上
禮
爲
之
而
莫
之
應
、
則
攘
臂

而
扔
之
。
故
失
道
而
後
德
、
失
德
而
後
仁
、
失
仁
而
後
義
、
失
義
而
後
禮
。
夫
禮
者
、
忠
信
之
薄
、
而
亂
之
首
。
前

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

識
者
、
道
之
華
、
而
愚
之
始
。
是
以
大
丈
夫
、
處
其
厚
、
不
居
其
薄
、
處
其
實
、
不
居
其
華
。
故
去
彼
取
此
」
と
あ

る
。

（
３
）
那
裏
―
こ
こ
で
は
、
現
代
語
の
「
哪
里
」
に
相
当
し
、
反
語
を
表
す
。
本
篇
巻
上
［
二
五
］
条
に
「
吾
儒
要
就
上
面

體
認
做
工
夫
、
他
却
一
切
掃
除
却
。
那
裏
得
地
位
進
歩
」
と
あ
る
。

［
二
四
］

本
文

問
、
莊
周
如
何
。
謝
曰
、
吾
曾
問
莊
周
與
佛
如
何
。
伊
川
曰
、
莊
周
、
安
得
比
他
佛
。
佛
説
直
有
高
妙
處
。
莊
周
氣
象
、

大
故
淺
近
。
如
人
睡
初
覺
時
、
乍
見
上
下
東
西
指
天
説
地
、
怎
消
得
恁
地
。
只
是
家
常
茶
飯
。
誇
逞
箇
甚
底
。
謝
曰
、
吾
曾

（
１
）『

上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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歴
擧
佛
説
與
吾
儒
同
處
、
問
伊
川
先
生
。
曰
、
恁
地
同
處
雖
多
、
只
是
本
領
不
是
、
一
齊
差
卻
。
余
問
、
本
領
何
故
不
是
。

（
２
）

謝
曰
、
爲
他
不
窮
天
理
、
只
將
拈
匙
把
筯
日
用
底
、
便
承
當
做
大
小
大
事
、
任
意
縱
横
將
來
作
用
、
便
是
差
處
、
便
是
私
處
。

（
校
１
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

余
問
、
作
用
何
故
是
私
。
曰
、
把
來
作
用
做
弄
、
便
是
做
兩
般
看
。
當
了
是
將
此
事
橫
在
肚
裏
、
一
如
子
路
冉
子
相
似
、
便

（
６
）

（
７
）

（
８
）

被
他
曾
點
將
冷
眼
看
。
他
只
管
獨
對
春
風
吟
詠
、
肚
裏
渾
没
些
能
解
。
豈
不
快
活
。
余
又
問
、
堯
舜
湯
武
做
底
事
業
、
豈
不

（
９
）

是
作
用
。
謝
子
曰
、
他
做
底
事
業
、
只
是
與
天
理
合
一
、
幾
曾
做
作
橫
在
肚
裏
。
他
見
做
出
許
多
掀
天
動
地
蓋
世
底
功
業
、

（
１
０
）
（
１
１
）

（
校
２
）

如
太
空
中
一
點
雲
相
似
。
他
把
做
甚
麼
。
如
子
路
願
乘
肥
馬
、
衣
輕
裘
、
與
朋
友
共
、
敝
之
無
憾
、
亦
是
有
要
做
好
事
底
心
。

（
１
２
）

（
１
３
）

顔
子
早
是
參
彼
己
。
孔
子
便
不
然
。
老
者
合
當
養
底
、
便
安
之
、
少
者
不
能
立
底
、
便
懷
之
。
君
君
、
臣
臣
、
父
父
、

（
１
４
）

子
子
、
自
然
合
做
底
道
理
、
便
是
天
之
所
爲
、
更
不
作
用
。

（
１
５
）

校
勘

（
校
１
）
正
誼
堂
本
は
「
天
」
を
「
夫
」
に
作
る
。

（
校
２
）
四
庫
全
書
本
は
「
蓋
世
底
」
の
上
が
な
く
、
本
篇
巻
上
［
二
〇
］
条
の
「
所
謂
必
」
と
繋
が
っ
て
い
る
。

口
語
訳

質
問
し
た
、
「
荘
周
は
い
か
が
で
し
ょ
う
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
私
も
、
荘
周
の
思
想
と
仏
教
と
、
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
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伊
川
程
頤
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
『
荘
周
は
、
か
の
仏
教
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
仏
教
の
説
に
は
意
外
と
優
れ
た

点
が
あ
る
。
荘
周
の
雰
囲
気
は
、
大
い
に
浅
薄
で
あ
る
。
人
が
眠
り
か
ら
覚
め
た
ば
か
り
の
時
に
、
急
に
上
下
四
方
を
見
回

し
て
、
天
を
指
し
て
地
と
い
う
よ
う
な
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
ん
な
こ
と
に
言
及
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
こ
の
種
の
こ

と
は
、
日
常
的
に
起
き
る
こ
と
で
あ
る
。
何
を
ひ
け
ら
か
そ
う
と
い
う
の
か
』
と
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
私
は
以
前
、
仏
教
の
説
と
わ
が
儒
学
の
説
と
同
じ
点
を
列
挙
し
て
、
程
頤
先
生
に
た
ず
ね
た
こ
と

が
あ
る
。
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
『
こ
の
通
り
同
じ
点
は
多
い
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
た
だ
根
本
が
正
し
く
な
い
の
で
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
誤
っ
て
し
ま
っ
た
』
と
」
と
。

私
が
質
問
し
た
、
「
根
本
は
、
な
ぜ
正
し
く
な
い
の
で
す
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
か
れ
ら
が
天
理
を
究
明
し
な
い
た
め
に
、
た
だ
ス
プ
ー
ン
や
箸
を
と
る
と
い
っ
た
日
常
の
こ
と
を

そ
の
ま
ま
た
い
そ
う
な
重
大
事
と
受
け
止
め
、
自
由
奔
放
に
動
き
回
っ
て
お
い
て
そ
れ
を
作
用
で
あ
る
な
ど
と
す
る
、
そ
れ

が
誤
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、
利
己
で
あ
る
点
で
あ
る
」
と
。

私
が
質
問
し
た
、
「
作
用
は
、
ど
う
し
て
利
己
な
の
で
す
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
作
用
を
持
ち
出
し
て
い
じ
く
り
回
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
（
内
心
と
外
界
を
）
二
つ
別
々
の
こ
と

と
し
て
認
知
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
で
心
中
が
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
ち
ょ
う
ど
子
路
や
冉
有
の

よ
う
に
、
か
の
曽
点
に
冷
や
や
か
な
目
で
見
ら
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ひ
た
す
ら
一
人
で
春
風
に
向
か
っ
て
吟
唱
し

て
い
て
、
心
中
に
は
す
こ
し
の
技
能
も
な
か
っ
た
。
な
ん
と
爽
快
な
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
。

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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私
が
ま
た
質
問
し
た
、
「
堯
舜
や
湯
武
が
成
し
遂
げ
た
事
業
は
、
作
用
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
彼
ら
が
成
し
遂
げ
た
事
業
は
、
天
理
と
合
一
し
て
こ
れ
を
行
っ
た
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

ど
う
し
て
心
中
を
覆
っ
て
い
る
も
の
で
も
っ
て
、
こ
れ
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
。
か
れ
ら
は
自
身
が
、
多
く
の
、

天
に
翻
り
地
を
揺
り
動
か
し
、
天
下
を
蓋
う
よ
う
な
偉
大
な
業
績
を
成
し
遂
げ
る
の
を
見
て
も
、
天
空
の
な
か
の
わ
ず
か
一

つ
の
雲
を
見
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
な
ん
と
も
思
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
子
路
が
（
『
論
語
』

公
冶
長
篇
で
）
『
願
わ
く
は
肥
馬
に
乗
り
、
軽
裘
を
衣
、
朋
友
と
共
に
し
て
、
之
を
敝
る
も
憾
み
な
け
ん
（
肥
え
た
馬
に
乗

き

や
ぶ

り
、
軽
く
て
暖
か
い
毛
皮
の
服
を
友
人
と
と
も
に
使
っ
て
、
そ
れ
が
傷
ん
で
も
不
満
に
思
わ
な
い
よ
う
に
あ
り
た
い
）
』
と

い
っ
た
の
は
、
よ
い
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う
心
が
あ
る
。
顔
回
は
と
っ
く
に
相
対
的
見
方
を
混
入
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

孔
子
は
そ
う
で
は
な
い
。
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
老
人
に
対
し
て
は
、
こ
れ
に
孝
養
を
尽
く
し
、
一
人
前
で
な
い
若
者
に

対
し
て
は
、
こ
れ
を
つ
き
従
わ
せ
た
。
『
君

君
た
り
、
臣

臣
た
り
、
父

父
た
り
、
子

子
た
り
（
君
主
は
君
主
ら
し
く
、

臣
下
は
臣
下
ら
し
く
、
父
は
父
ら
し
く
、
子
は
子
ら
し
く
）
』
、
自
然
で
あ
っ
て
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
道
理
は
、
天

の
行
為
で
あ
っ
て
、
決
し
て
作
用
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
。

注（
１
）
大
故
―
こ
こ
で
は
、
大
い
に
、
非
常
に
、
の
意
の
程
度
副
詞
。
唐
賢
清
「
《
朱
子
語
類
》
副
詞
〝
大
故
〟
探
析
」

（
『
船
山
学
刊
』
湖
南
省
社
会
科
学
界
聯
合
会
、
二
〇
〇
三
年
第
二
期
）
に
よ
る
と
、
「
大
故
」
の
副
詞
用
法
は
宋
代
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に
出
現
し
、
元
代
に
は
「
大
古
」
「
大
古
裏
」
「
大
古
來
」
な
ど
の
か
た
ち
で
使
用
さ
れ
る
と
い
う
。
『
語
類
』
巻
一

九
に
「
論
語
一
日
只
看
一
段
、
大
故
明
白
底
、
則
看
兩
段
」
と
あ
り
、
巻
二
四
に
「
文
振
此
兩
三
夜
説
話
、
大
故
精

細
」
な
ど
と
あ
る
。

（
２
）
本
領
―
基
づ
く
と
こ
ろ
、
根
本
と
な
る
も
の
、
本
源
。
『
語
類
』
巻
一
二
に
「
人
之
爲
學
、
千
頭
萬
緒
、
豈
可
無
本

領
。
此
程
先
生
所
以
有
持
敬
之
語
」
と
あ
る
。

（
３
）
承
當
―
真
理
を
自
己
の
も
の
と
し
て
担
う
、
己
の
こ
と
と
し
て
肯
う
。
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
五
・
洞
山
良
价
章
に

「
雲
巖
曰
、
承
當
遮
箇
事
、
大
須
審
細
」
と
あ
る
。

（
４
）
大
小
大
事
―
「
大
小
大
」
は
、
現
代
語
の
「
多
麽
」
に
相
当
し
、
い
か
ば
か
り
、
ど
ん
な
に
な
ど
の
意
。
田
中
謙
二

「
『
董
西
廂
』
に
み
え
る
俗
語
の
助
字
」
（
『
こ
と
ば
と
文
学
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
）
一
三
八
～
一
四
〇
頁
を
参

照
。
『
程
氏
遺
書
』
巻
一
に
「
終
日
乾
乾
、
大
小
大
事
、
却
只
是
忠
信
所
以
進
德
爲
實
下
手
處
」
と
あ
り
、
本
篇
巻

中
［
三
七
］
条
に
「
先
生
曰
、
舜
傳
位
與
禹
、
是
大
小
大
事
。
只
稱
他
不
矜
不
伐
」
な
ど
と
あ
る
。

（
５
）
任
意
縱
…
來
作
用
―
中
唐
以
降
に
主
流
と
な
っ
た
馬
祖
系
の
禅
に
説
か
れ
る
「
作
用
即
性
」
説
、
す
な
わ
ち
見
聞
覚

さ
ゆ
う
そ
く
し
よ
う

知
な
ど
の
現
実
態
の
作
用
が
そ
の
ま
ま
「
佛
性
」
「
本
性
」
で
あ
る
と
す
る
仏
性
説
を
念
頭
に
置
く
。
「
作
用
即
性
」

説
に
つ
い
て
は
小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
）
第
一
章
第
一
節
を
参
照
。

（
６
）
做
弄
―
意
識
的
・
作
為
的
に
そ
の
こ
と
を
も
て
あ
そ
ぶ
。
垣
内
景
子
・
恩
田
裕
正
編
『
『
朱
子
語
類
』
訳
注

巻
一

～
三
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
）
二
六
八
頁
を
参
照
。
『
語
類
』
巻
八
に
「
此
其
病
只
是
要
説
高
説
妙
、
將
來
做
箇

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）
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好
看
底
物
事
做
弄
」
な
ど
と
あ
る
。

（
７
）
當
了
―
未
詳
。
本
篇
巻
上
［
二
五
］
条
に
「
乍
見
孺
子
底
、
吾
儒
喚
做
心
、
他
便
喚
做
前
塵
妄
想
。
當
了
是
見
得
大

、
、

高
」
と
あ
り
、
同
［
五
五
］
条
に
「
曰
、
當
了
終
須
有
不
透
處
。
當
初
若
不
得
他
一
句
救
拔
、
便
入
禪
家
去
矣
」
と

、
、

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
帰
納
す
る
限
り
、
確
定
度
の
高
い
推
量
を
表
す
か
。

（
８
）
一
如
子
…
子
相
似
―
『
論
語
』
先
進
篇
に
あ
る
一
章
を
踏
ま
え
て
い
る
。
本
篇
巻
上
［
一
六
］
条
注
（

）
を
参
照
。

17

孔
子
が
志
を
問
う
た
の
に
答
え
て
、
子
路
と
冉
有
は
政
治
家
と
し
て
の
功
業
を
も
っ
て
答
え
た
が
、
曽
点
（
曽
皙
）

は
春
に
沐
浴
し
た
後
、
舞
雩
の
台
で
風
に
吹
か
れ
て
詠
っ
て
帰
り
た
い
と
答
え
た
。

（
９
）
能
解
―
才
能
、
技
量
、
技
能
。
『
語
類
』
巻
九
四
に
「
又
如
龜
山
説
、
伊
尹
樂
堯
舜
之
道
、
只
是
出
作
入
息
、
飢
食

渴
飲
而
已
。
即
是
伊
尹
在
莘
郊
時
、
全
無
些
能
解
」
と
あ
る
。

（

）
幾
曾
―
反
語
、
「
ど
う
し
て
～
し
よ
う
か
」
の
意
。
『
朱
子
絶
句
全
譯
注
』
第
五
冊
（
日
本
漢
詩
文
學
會
編
、
汲
古

10
書
院
、
二
〇
一
五
）
二
四
九
～
二
五
〇
頁
を
参
照
。
『
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
に
「
性
中
只
有
仁
義
禮
智
四
者
。
幾
曾

有
孝
弟
來
」
な
ど
と
あ
る
。

（

）
做
作
―
こ
こ
で
は
、
作
為
的
に
何
事
か
を
な
す
意
。
恩
田
裕
正
「
朱
子
語
類
訳
注
（
二
五
）
」
（
『
汲
古
』
第
七
七
号
、

11
二
〇
二
〇
）
一
三
五
条
の
注
を
参
照
。
『
語
類
』
巻
二
二
に
「
禮
是
嚴
敬
之
意
。
但
不
做
作
而
順
於
自
然
、
便
是

和
」
と
あ
る
。

（

）
把
做
―
「
～
と
見
な
す
」
「
～
と
取
り
扱
う
」
「
～
と
す
る
」
の
意
で
、
「
把
作
」
と
も
表
記
さ
れ
る
。
「
把
～
做
…

12
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
32
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…
」
に
由
来
す
る
。
『
語
類
』
巻
一
三
に
「
如
今
人
纔
説
不
赴
擧
、
便
把
做
掀
天
底
大
事
」
と
あ
る
。

（

）
如
子
路
…
之
無
憾
―
『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
「
顏
淵
季
路
侍
。
子
曰
、
盍
各
言
爾
志
。
子
路
曰
、
願
車
馬
、
衣
輕
裘
、

13
與
朋
友
共
。
敝
之
而
無
憾
。
顏
淵
曰
、
願
無
伐
善
、
無
施
勞
。
子
路
曰
、
願
聞
子
之
志
。
子
曰
、
老
者
安
之
、
朋
友

信
之
、
少
者
懷
之
」
と
あ
る
。

（

）
孔
子
便
…
便
懷
之
―
注
（

）
に
既
出
の
『
論
語
』
の
語
を
踏
ま
え
る
。

14

13

（

）
君
君
、
臣
…
父
、
子
子
―
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
「
齊
景
公
問
政
於
孔
子
。
孔
子
對
曰
、
君
君
、
臣
臣
、
父
父
、
子
子
。

15
公
曰
、
善
哉
。
信
如
君
不
君
、
臣
不
臣
、
父
不
父
、
子
不
子
、
雖
有
粟
、
吾
得
而
食
諸
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
三
）

（
原
）


